
☆大和市 

令和４年市長年頭記者会見資料 
 

と き 令和４年１月１４日（金） 

午前１０時３０分から 

ところ 大和市役所５階 研修室 

 

１ 市長あいさつ 

２ 会見内容 

（１）新型コロナウイルスワクチン追加接種（３回目）がスタート 

引き続き３つの接種体制「大和モデル」で・・・・・・・・・ １ 

（２）誰もが使いやすいサイトに 

    ユーザー視点のホームページにリニューアルします・・・・・ ３ 

 （３）安心して自由に使えるトイレの拡充へ 

    「大和市公共のトイレ協力店」を募集・・・・・・・・・・・・ ７ 
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１ 

 

２（１）新型コロナワクチン追加接種（３回目）がスタート                  
    引き続き３つの接種体制「大和モデル」で                     
 

大和市では、初回接種（１・２回目）完了から７か月を経過された方を対象に、３

回目の追加接種を引き続き「大和モデル」でスタートさせます。 

 

１）背景 

新型コロナウイルスの感染状況は、昨年の秋以降、落ち着きを見せていたものの、

今年に入り、新たな変異株であるオミクロン株の影響などにより感染が急増し、今な

お増加の一途をたどっています。 

ウイルスの感染予防や重症化を防ぐために効果があるとされている新型コロナウ

イルスワクチンですが、時間の経過とともにその効果も徐々に低下していくことが、

さまざまな研究結果等から示唆されています。このため国は、感染拡大防止および重

症化予防の観点から、追加接種（３回目）の機会を提供することが望ましいとしてい

ます。 

当初、国は、２回目の接種完了から原則８か月以上が経過した１８歳以上を、追加

接種の対象者と公表しました。その後、厚生労働省は、オミクロン株の感染状況を踏

まえ、前倒しで接種する対象者を整理。１２月１７日付けの事務連絡で、医療従事者

等については、「２回目接種の完了から６か月を経過した段階」で、その他の高齢者

は、「７か月を経過した段階でかつ令和４年２月以降」に、３回目を接種できる旨の方

針が示されました。さらに年末に開催された自治体への説明会において、感染防止に

万全を期する観点から、「高齢者施設等の入所者等について一定の完了が見込まれた

段階で、その他の高齢者の接種の前倒しを行うこととして差し支えない」との見解も

国から示されたため、その他の高齢者の接種を、２月以前に早めることが可能となり

ました。 

そして年が明け、急激に市中感染が広がる事態となったため、政府は高齢者以外の

世代にも対象者を拡大。３月以降は、１８歳以上の方すべてを対象に、前倒しでワク

チン接種を急ぐ考えを示しました。 

そこで大和市では、すでに医療従事者等への追加接種を進めていたことに加え、そ

の他の高齢者、さらに１８歳以上の対象者についても当初の予定を前倒しし、できる

だけ早期に追加接種を受けられる環境を整えることとしました。 

 

２）初回接種（１・２回目）完了から７か月以上経過した対象者の追加接種（３回目） 

 追加接種（３回目）については、初回接種（１・２回目）と同様、個別接種と集団

接種に加え、柔軟に対象や会場を変更する別動隊の３体制による「大和モデル」で、

接種を進めていきます。 

 使用するワクチンは、ファイザー社製とモデルナ社製を併用します。なお、追加接

種は、これまで接種したワクチンの種類にかかわらず、希望するものを接種すること

が可能となっています。 
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① 接種の流れ～接種券の発送 

 接種券の発送は、国のワクチン接種記録システムで登録されている接種日を根拠と

して、まずは７か月以上の経過が近づいた高齢者の方から順次、追加接種用接種券と

案内書類などを発送します。 

なお、大和市では、これまで「ワクチン封筒」と名付けた黄色い角形２号封筒を使

用していましたが、追加接種用は封筒の色をオレンジ色に変えて区別しています。 

 

② 接種の流れ～接種の予約 

接種券が届いた方は、これまでと同様に、インターネットかコールセンターで個別

接種か集団接種のいずれかを選択して予約します。個別接種となる医療機関について

は、準備が整ったところから順次受け付けを開始していきます。集団接種については、

１月２４日から次のとおり会場を設営します。 

 

３）集団接種会場 

（１）大和市保健福祉センター（鶴間１－３１－７） 

日 時：令和４年１月２４日（月）１０時～１５時３０分 

※ 以降、平日（月曜日～金曜日）、同時間帯に実施 

ワクチン：ファイザー社製 

 

（２）大和市市民交流拠点ポラリス（中央林間１－３－１） 

   日 時：令和４年２月１１日（祝・金）１０時～１９時 

※ 以降、毎週土曜日（15 時～19 時)・日曜日（10 時～19 時）

に実施 

   ワクチン：ファイザー社製 

 

 （３）大和スポーツセンター（上草柳１－１－１） 

    日 時：令和４年２月５日（土）１０時～１９時 

※ 以降、毎週土曜日・日曜日、同時間帯に実施 

ワクチン：モデルナ社製 

 

４）別動隊 

 別動隊は、消防職員を対象に１月１５日から接種を開始します。その後は、大規模

団地での接種を予定しています 

 

５）その他 

 ファイザー社製のワクチンを接種する会場（保健福祉センター、ポラリス）では、

初回接種（１、２回目接種）を受けることもできます。新たに対象となる方には、黄

色いワクチン封筒でお知らせします。 
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２（２）誰もが使いやすいサイトに               
    ユーザー視点のホームページにリニューアルします           
 

大和市では、令和４年２月１日より、市ホームページをリニューアルします。 

 

１）背景 

大和市では、平成１９年度に、それまで各担当課で作成していたホームページを一

元的に管理し、統一したデザインやレイアウトとするため、「ＣＭＳ（Contents 

Management System：コンテンツ・マネジメント・システム）」を導入。これによ

り、ホームページを作成する専門的な知識がなくても、誰もが容易にウェブアクセシ

ビリティ※１に配慮したページを作成できるようになりました。また、トップページ

のデザインは、少ないクリック数で閲覧者が目的のページへ到達できることを目標と

していました。これは、当時はまだ、光回線や４ＧＬＴＥといった高速通信が可能な

ブロードバンドが主流ではなかったため、利用者自身がキーワードなどを入力して検

索する仕様にすると、時間がかかってしまうことによります。このため、トップペー

ジにはできるだけ多くの情報を表示するようにしました。 

そこから大きく状況が変わったのが、平成２６年ごろです。平成１９年に Apple の

iPhone に代表されるスマートフォンが登場しますが、当時はまだ一部のユーザーが

利用するにとどまっていました。しかし、平成２４年に４ＧＬＴＥのサービスが開始

され、スマートフォンを使った大容量通信が可能になると、保有率が年々右肩上がり

に増加します。 

総務省の令和２年通信利用動向調査によると、スマートフォンを保有している世帯

の割合は８６．８％となりました。また、個人のインターネットの利用も、パソコン

の５０．４％を上回り、６８．３％がスマートフォンを利用しています。 
 

※１ ウェブアクセシビリティ 

ホームページを利用している全ての人が、心身の条件や利用する環境に関係なく、ホーム

ページで提供されている情報や機能に支障なくアクセスし、利用できること。 

 

 

２）趣旨 

ＣＭＳを導入した当時から１０年以上が経過し、現在のＩＣＴの状況に合わせるた

め、新しいホームページは大きくデザインを変更しています。リニューアルには、操

作に不慣れな方への配慮やスマートフォンからの検索を考慮し、情報を見つけやすく

することと、直感操作※２が可能となるデザインを意識しました。 
 

※２ 直感操作 

電子機器に不慣れで操作方法が分からない方でも、一目見てある程度直感的に理解し、

操作できること。 
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３）内容 

トップページは、多くの方がインターネットを利用するときに使用する、検索エン

ジンのデザインを参考に作成しています。また、大和市が特に注力している施策のカ

テゴリを６つ掲載。中でも、「シニア」のカテゴリは、高齢者を取り巻くさまざまな情

報をまとめたポータルサイトで、このようなシニア専門のサイトを作成する自治体は

珍しく、県内では茅ヶ崎市、相模原市に次いで３番目となります。 

また、ウェブアクセシビリティにも配慮し、８つの言語に対応した多言語翻訳機能

とともに、音声読み上げ機能も搭載。さらに近年は、全国各地で大規模災害が発生し

ていますが、そうしたときに自治体のホームページに市民などからのアクセスが一気

に集中し、長時間つながりにくい状態となってしまうという問題が発生しています。

そこで、急激にアクセス数が増加しても情報が表示できるよう、通信容量を抑えた専

用のページを用意し、有事にも備えています。 

このほか、「行政・くらし」のページには、今後拡充していくことが見込まれる、Ｓ

ＮＳやオンラインサービスといった情報も掲載しました。 

 

４）公開時期とページデザイン 

 令和４年２月１日（火）（予定） 

 (ＰＣ版)                            （スマートフォン版） 

 

【ゲートページの機能について】 

① ヘッダー 多言語翻訳機能、閲覧支援（音声読み上げ機能など）など 

を設置。 

② 検索窓  大和市ホームページ内のページを検索する検索窓を設置。 

③ 静止画スライド 静止画スライドエリアを設置。 

④ メニュー 「行政・くらし」「健康」「楽しむ・学ぶ・団体・サークル」 

 「子育て」「シニア」「もしものとき」の６メニューを設置。 
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※ トップページの「行政・くらし」をクリック

すると表示されるページです。 

【それぞれの機能について】 

① ヘッダー 

 大和市ホームページ内のページを検索する検

索窓を設置します。その他、多言語翻訳機能、閲

覧支援（音声読み上げ機能など）を設置します。 

② グローバルメニュー 

 行政サイト内のすべてのページを「くらし・環

境」、「医療・健康福祉」、「子育て・教育」、「文化・

スポーツ」、「しごと・産業・街づくり」、「市政情

報」のいずれかに分類し、それぞれのメニュー配

下に配置しています。このグローバルメニューは

行政サイトのほぼ全てのページに表示されます。 

③ 静止画スライド 

 静止画スライドエリアになります。 

④ ライフシーン 

 「妊娠・出産・子育て」、「入園・入学」「結婚」

「就職」「高齢者」「おくやみ」「引っ越し」のメ

ニューを設置します。 

⑤ もしものときの情報 

 「災害・危機」、「救急医療」のメニューを設置

します。 

⑥ 便利な情報 

 「広報」、「SNS・メール配信」「オンラインサー

ビス」「ごみの出し方」「窓口予約・混雑状況」「募

集」「入札・契約」のメニューを設置します。 

⑦ ピックアップ 

 特にピックアップしたい事業の紹介ページの

画像とリンクを設定します。設置数が６つ以上に

なったら、画像がスライドします。 

⑧ 大和市 インフォメーション 

 「市議会」「市長の部屋」「政策」「条例」「基地

対策」「公共施設」のメニューを配置します。 

 また、市の人口・世帯数やイベントに関する情

報を掲載します。 

⑨ フッター 

 市役所の住所・開庁時間などを記載します。 

また、組織から探す、アクセスマップ等のメニ

ューを設置します。 
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 問い合わせ：デジタル戦略課 ☎０４６－２６０－５３６３へ 

 

 

 

 

 

 

 

【目次ページのそれぞれの機能について】 

① ヘッダー 

 行政サイトトップページと同じ 

② グローバルメニュー 

 行政サイトトップページと同じ 

③ 新着情報 

 同一グローバルメニュー内のカテゴリ以下カ

テゴリに含まれるページの新着情報を掲載しま

す。 

④ 見出し 

 現在、閲覧しているカテゴリの配下にあるカ

テゴリやページを表示します。 

⑤ 右サイドメニュー 

 ⑤－１、よく見られるページ 

レコメンド機能を利用して、この

ページを見ている他のユーザーが、

このページ以外によく見ているペー

ジを表示する。 

 ⑤－２、ライフシーンからさがす 

      行政サイトトップの「ライフシー

ン」と同じメニューを配置します 

 ⑤－３、便利な情報 

      行政サイトトップの「便利な情報」

と同じメニューを配置します 

⑥ フッター 

 行政サイトトップページと同じ 
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２（３）安心して自由に使えるトイレの拡充へ                    
    「大和市公共のトイレ協力店」を募集                            
 

大和市では、公共トイレの充実を図ることを目的に、「大和市公共のトイレ協力店」

としてご協力いただける事業者として、コンビニエンスストアを対象に募集を開始し

ます。 

誰もが使えるトイレとして公園のトイレなどがありますが、人けのない時間帯によ

っては利用がためらわれる場合があります。大和市では、街頭防犯カメラが整備され

ていないトイレのある公園２９か所に、合計５８台のカメラを令和２年度に設置しま

した。これにより市内すべての公園のトイレにカメラが設置され、犯罪発生の抑止と

市民の体感治安の向上を図っています。 

 

１）背景 

一方で公園のトイレは、必ずしも外出先の近くにあるとは限りません。内閣府が全

国６０歳以上の男女６，０００人の方を対象に行った「高齢者の日常生活に関する意

識調査」の結果によると、「トイレが少ない、使いにくい」ということが外出時の障害

の一つであることが分かっています。 

要介護の前段階であるフレイル（虚弱）を防ぐには、運動や社会参加が重要といわ

れています。市内にある公共施設や公園のトイレに加えて、安心して自由に使えるト

イレの数を増やすことが、高齢の方などの外出支援につながると考えます。 

 

２）趣旨 

コンビニエンスストアは、駅前や住宅地など利便性が高い場所にあり、市内には１

００を超える店舗があります。どの店舗も営業時間中は明るく、中には常時人がいる

ため、安心して訪れることができます。 

そこで、広く市民が利用できるトイレを設置するコンビニエンスストアを「大和市

公共のトイレ協力店」として登録します。登録した店舗は、市が提供するステッカー

を提示して、市民にトイレを貸し出します。協力店であることを積極的に周知すると

ともに、大和市は、トイレの適正利用の啓発に協力したり、協力店に対してトイレッ

トペーパーを支給したりするなど、双方にとってプラスとなるような事業を目指しま

す。 

 

３）内容 
 
① 対象 

大和市内の全コンビニエンスストア 

② 受付開始 

令和４年２月１日（火） 

③ 登録条件 

・トイレの利用が多く見込まれる場所にあること。 

・トイレが容易に利用できること。 
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④ 協力の内容 

・市民にトイレを貸し出すこと。 

・協力店である旨を市民へ積極的に周知すること。 

・市が提供する協力店表示ステッカーを見やすい場所に掲示すること。 

⑤  物品の支給 

・トイレットペーパー１００ロール程度／年２回 

 

４）ステッカー 
 

 

 

 

 

 

 

                 

                 大きさ：直径１８cm 

 

 

 

 

問い合わせ：環境管理センター施設課 ☎０４６－２６０－５７６６へ 

                        

 

 


